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る安全衛生教育を強化し、卒後の安全健康な生
活・労働とユーザーに安全健康な製品づくりにつな
ぐことが極めて重要と考える（文献21）。印刷胆管
がんに20歳代で罹患された方がいることからみて
も、安全衛生は就職後という考えは妥当ではなく、
学校から本格的に始めるべきと考える。

最後に、胆管がん対策の前進と勤労者の安全
と健康のための共同の拡大に寄与するであろう本
シンポジウムに参加させていただいたことに
深く感謝したい。
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報告年 発見の内容 報告者
1963 ノルマル-ヘキサンによる多発神経炎 山田信也
1966 トリクロロエチレン使用者の肝炎を伴う全身性皮膚粘膜障害【肝炎合併例を初めて報告】 久保田重孝
1979 セロソルブ類の生殖毒性 長野嘉介ら
1982 トリクロロエチレンによる腸管嚢腫様気腫 山口孝太郎ら
1998 1-ブロモプロパンの神経毒性、生殖毒性 市原学、上島通浩ら
2012 1,2-ジクロロプロパン、ジクロロメタン使用作業者の胆管がん 熊谷信二、車谷典男

表3　世界で初めて、日本において発見された有機溶剤の有害性

任祥赫（イム·サンヒョク）
韓国：グリーン病院労働環境健康研究所・滋賀医科大学衛生学部門

韓国のグリーン病院労働環境健康研究所で働

韓国印刷業の
洗浄剤の調査の結果

いている任祥赫（イム・サンヒョク）と申します。この


